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市議会だよりを
　　  スマホで読める

※利用にはアプリのダウンロード
　が必要です。

2 質疑・一般質問
市政を問う　23人が登壇

請願

議員よもやま話

委員会の審査を紹介

8 議案の賛否一覧
各議員の議案等に対する賛否を掲載

7 全国豊かな海づくり大会が開催されました
特集
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　市
議
会
議
員
は
公
職
選
挙
法
で

年
賀
状
や
寄
付
、
祝
い
な
ど
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自民党 真誠会
石　井　宏　法
井　藤　圭　順
灰　野　修　平
林　　　健　太
榎　本　和　夫
千　住　啓　介
三　好　　　宏
穐　原　成　人
辰　巳　浩　司
坂　口　光　男

公　 明　 党
国　出　拓　志
飯　田　伸　子
尾　倉　あき子
佐々木　　　敏
松　井　久美子
梅　田　宏　希

明石かがやきネット
竹　内　きよ子
林　　　丸　美
吉　田　秀　夫

日 本 共 産 党
楠　本　美　紀
辻　本　達　也

維 新 の 会
北　川　貴　則
森　　　勝　子

ス マ イ ル 会
家根谷　敦　子

フォーラム明石
宮　坂　祐　太

大 路 会
出　雲　晶　三

未 来 明 石
大　西　洋　紀

かけはし SDGs
丸　谷　聡　子

リ ー ベ の 会
寺　井　吉　広
（会派別・議席順）

謹賀新年

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
を
健
や

か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
市
議
会

に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
本
市
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
第
41
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
兵
庫
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
の
海
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で

き
た
有
意
義
な
大
会
を
終
え
、
あ
ら

た
め
て
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
明
石

の
宝
物
で
あ
る
豊
か
な
海
を
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
心
に
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
に
続
き
物
価
高
騰
に
直
面

す
る
中
、
市
民
の
皆
様
が
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
合
議
制
の
住
民
代
表
機
関
と
し

て
、
多
様
な
意
見
を
集
約
し
市
政
に

反
映
さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
う
と
と
も
に
、
執
行
機
関
の
監
視
・

評
価
機
関
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
１
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
穏
や
か
で
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
豊
か
な
海
を
次
の
世
代
へ

明
石
市
議
会
議
長

榎
　
本
　
和
　
夫

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
12
月
議
会
が
11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
あ
か
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
関
す
る
条
例
制
定
の
こ

と
や
明
石
市
市
民
参
画
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
こ
と
な
ど
、

議
案
26
件
を
可
決
・
同
意
、
令
和
３
年
度
明
石
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

不
認
定
に
係
る
措
置
の
報
告
の
こ
と
な
ど
、
報
告
２
件
を
受
理
し
た
ほ
か
、

請
願
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

約100隻の漁船のパレードに手を振られる天皇、皇后両陛下。昨年11月12日、13日に第41回全国豊かな海づくり大会兵庫大会
が両陛下ご臨席のもと明石市をメイン会場に開催されました。（写真提供：第41回全国豊かな海づくり大会兵庫県実行委員会）



2023年（令和5年）１月８日　　（2）第260号 あ か し 市 議 会 だ よ り

三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①泉市長の責任の取り方　②工場等の緑化に関する
届出
松　井　久美子（公明党）
①議案第94号　令和４年度明石市一般会計補正予算

（第８号）の出産・子育て応援給付金給付事業　②「女
性デジタル人材」の育成で、女性活躍の後押しを　
③学力向上推進事業「数学・英語応援団」
吉　田　秀　夫（明石かがやきネット）
①明石市職員の定年引上げにかかる諸課題　②高齢
者への認知症支援の取組　③子どもたちを守る「人権
教育としての性教育」の推進
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①学校給食　②各種申込みの電子化　③泉市長がツイッ
ターに書き込まれた「利権」「口利き」等
尾　倉　あき子（公明党）
①18歳までの児童手当の拡充でこども支援施策の充
実を　②小学校給食の無償化　③明石港周辺の再整
備で「海のまち明石」のにぎわいづくり
坂　口　光　男（自民党 真誠会）
①明石の地域コミュニティの醸成　②高齢者福祉　
③報告第24号　令和３年度明石市一般会計歳入歳出
決算不認定に係る措置の報告のこと
国　出　拓　志（公明党）
①放課後児童クラブ　②（仮称）「未来につなぐ豊か
な農業をつくる会」を立ち上げないか ③市民会館の
建て替え　④明石市役所第１駐車場　⑤敬老祝い金
の見直し
穐　原　成　人（自民党 真誠会）
①新ごみ処理施設整備　②新庁舎整備にかかる市長
発言
飯　田　伸　子（公明党）
①不登校児童・生徒へのタブレット端末を活用した学
習支援　②男性の育児休業取得のさらなる促進　　
③ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
井　藤　圭　順（自民党 真誠会）
①救急れんらくばん　②明石市のハラスメント事案へ
の対応　③明石公園
佐々木　　　敏（公明党）
①令和５年度予算　②ＬＧＢＴＱ＋にかかる小・中学
生への教育と配慮　③公共施設の近隣住民への配慮
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①移住・定住の促進　②自転車利用環境
梅　田　宏　希（公明党）
①泉房穂市長の発言の真意
石　井　宏　法（自民党 真誠会）
①泉市長の発言　
灰　野　修　平（自民党 真誠会）
①泉市長に対する問責決議の原因となった事案にかか
る認識
千　住　啓　介（自民党 真誠会）
①特別支援教育　②市長の暴言
辻　本　達　也（日本共産党）
①新年度予算編成方針　②議案第107号　地方独立行
政法人明石市立市民病院第４期中期目標制定のこと
③交通安全対策　④市政の諸課題
森　　　勝　子（維新の会）
①西明石駅を中心としたまちづくりと朝夕の駅の環境
整備　②明石市立市民病院の建て替え　③人権問題
家根谷　敦　子（スマイル会）
①誰一人取り残さないまちづくり　②離婚後の養育費
立替支援事業
宮　坂　祐　太（フォーラム明石）
①立地適正化計画を踏まえた20年後を見据えたまち
づくり
大　西　洋　紀（未来明石）
①「パピオスあかし」　②教育行政
丸　谷　聡　子（かけはしＳＤＧｓ）
①在宅医療への支援体制　②高校生世代への支援の
拡充　③市民活動センターの増設　④ 30 by 30（サ
ーティ・バイ・サーティ）の観点から、大久保北部の
里山の生物多様性を保護・保全すること　⑤公共施
設の電気代等高騰対策としてのゼロエネルギー化・再
生可能エネルギー導入
北　川　貴　則（維新の会）
①コロナに負けない生活支援と福祉の充実  ②天文科
学館の年末年始の開館　③2023成人式　④好循環、
人口増をもたらしている本市の今後の取組

　

12
月
６
日
、
７
日
、
８
日

の
本
会
議
で
は
、
23
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
教
育
環
境
の

整
備
や
市
民
病
院
の
建
て
替

え
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
求
め
ま
し
た
。

　
発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

２
面
か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
本
会
議
の
録
画
映

像
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名
※所属会派は12月20日現在

問　
策
定
が
遅
れ
て
い
る
新

ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
と

事
業
費
抑
制
の
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
こ
の
た
び
、

施
設
整
備
の

基
本
的
な
方

針
を
ま
と
め

た
新
ご
み
処

理
施
設
整
備

 

基
本
計
画（
素

案
）
を
作
成

し
た
。

 

　
新
ご
み
処

理
施
設
は
、

整
備
費
削
減

の
た
め
可
能

な
限
り
コ
ン

問　
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
す
る
中
、
良
質
で

安
全
・
安
心
な
医
療
を
提

供
す
る
に
は
、
医
療
設
備

の
更
新
が
必
要
で
あ
る
。

 

　
地
方
独
立
行
政
法
人
明

石
市
立
市
民
病
院
第
４
期

中
期
目
標
に
は
、
将
来
目

指
す
べ
き
医
療
体
制
の
構

築
に
向
け
て
必
要
な
検
討

を
行
う
と
あ
り
、
建

て
替
え
を
意
味
す
る

も
の
と
理
解
す
る
。

市
民
病
院
の
建
て
替

え
に
関
す
る
市
長
の

認
識
を
問
う
。

答　
今
後
の
市
民
病
院

は
、
そ
の
規
模
や
他

の
圏
域
と
の
連
携
も

踏
ま
え
る
必
要
が
あ

る
。
現
在
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
て
い
な
い
た
め
、

建
て
替
え
時
期
も
含
め
、

市
民
病
院
に
は
市
民
の
ニ

 

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
地
域

医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
検
討
を
続
け

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

市
と
し
て
も
市
民
病
院
が

担
う
役
割
や
機
能
な
ど
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
た

め
、
市
長
か
ら
方
向
付
け

る
こ
と
は
遠
慮
し
た
い
。  

 

　
市
民
病
院
は
、
地
方
独

立
行
政
法
人
の
た
め
複
数

の
選
択
肢
か
ら
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
。

市
と
し
て
は
、
病
院
と
の

連
携
を
強
化
し
対
応
し
て

い
き
た
い
。

パ
ク
ト
な
施
設
を
目
指
し
、

２
０
３
６
年
度
に
は
、
ご

み
の
排
出
量
を
２
０
１
８

年
度
比
で
20
％
削
減
す
る

数
値
を
設
定
し
て
い
る
。

 

１
月
に
素
案
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

３
月
に
計
画
策
定
を
予
定

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
２

０
２
５
年
度
に
事
業
者
を

決
定
し
、
２
０
３
０
年
度

末
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

事
業
費
は
、
２
０
１
９
年

時
点
で
、
整
備
費
４
１
８

億
円
の
う
ち
、
市
負
担
額

を
１
８
５
億
円
、
20
年
間

の
運
営
費
を
２
５
６
億
円

と
見
積
も
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
基
本
設
計
の
段
階

で
精
査
し
て
い
く
。

 
　
な
お
、
ご
み
減
量
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
市
民

や
事
業
者
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
具
体
的
な
方

法
に
つ
い
て
は
、
環
境
審

議
会
等
の
意
見
を
参
考
に

決
定
し
て
い
き
た
い
。

2030年度末に供用開始

新ごみ処理施設
整備基本計画（素案）を作成

第４期中期目標を制定
市民病院の建て替え計画
求められる地域医療の在り方とは

問　
市
民
と
協
働
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
大
久
保
や
二
見
地
域
に

や
団
体
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
機
能
な
ど
を
持
ち
、

幅
広
い
年
代
の
市
民
が
利

用
し
て
お
り
、
平
成
29
年

４
月
に
、
従
来
の
機
能
を

充
実
さ
せ
る
形
で
、
ア
ス

ピ
ア
明
石
内
の
複
合
型
交

流
拠
点
ウ
ィ
ズ
あ
か
し
の

中
に
設
置
し
た
。

 

　
新
た
な
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、
場
所
の
確
保
や
ス

キ
ル
を
持
つ
人
材
の
配
置

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
市

内
の
中
西
部
地
域
に
設
置

を
望
む
声
が
あ
る
た
め
、

問　
自
治
会
・
町
内
会
へ
の

未
加
入
世
帯
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
現
状
認
識
と
今

後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
本
市
の
自
治
会
加
入
率

は
年
々
低
下
し
、
令
和
４

年
４
月
時
点
で
は
約
66
％

と
な
っ
て
い
る
。

 

　
加
入
し
て
い
な
い
世
帯

が
あ
る
自
治
会
に
は
、
市

と
連
合
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
共
同
で
作
成
し
た
自

治
会
・
町
内
会
加
入
促
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
て

い
る
。
ま
た
、
宅
建
事
業

者
に
対
し
て
は
、
住
宅
契

約
時
に
自
治
会
加
入
の
働

き
か
け
を
依
頼
し
て
い
る
。

 

　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
時
な

ど
に
自
治
会
が
結
成
さ
れ

な
い
場
合
は
、
開
発
業
者

へ
自
治
会
結
成
に
向
け
た

協
力
を
要
請
し
、
隣
接
自

治
会
や
校
区
ま
ち
づ
く
り

組
織
と
連
携
し
、
隣
接
自

治
会
へ
の
加
入
や
新
た
な

自
治
会
結
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

　
災
害
時
な
ど
に
は
、
住

民
同
士
の
支
え
合
い
が
必

要
で
あ
り
、
よ
り
良
い
地

域
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、

自
治
会
の
必
要
性
を
訴
え
、

で
き
る
限
り
未
加
入
世
帯

を
つ
く
ら
な
い
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

も
増
設
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
交
流
場
所
の
提
供

建
て
替
え
計
画
中
の
西
明

石
の
サ
ン
ラ
イ
フ
明
石
に

市
民
活
動
拠
点
機
能
と
図

書
館
機
能
を

加
え
る
予
定

だ
。さ
ら
に
、

大
久
保
駅
南

側
の
ロ
ー
タ

リ
ー
部
分
に

図
書
館
や
子

育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
市

民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
が

入
る
５
階
建

て
の
複
合
型
施
設
を
建
設

す
る
計
画
を
３
月
議
会
に

提
案
す
る
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　  

西
明
石
・
大
久
保
に
も
設
置
へ

自
治
会
・
町
内
会
の
加
入
率
は
66
％

未
加
入
世
帯
が
増
加
傾
向

　
今
後
の
取
り
組
み
は

老朽化が進む現在の明石クリーンセンター

市民活動支援センター（ウィズあかし内）

医療設備の更新や環境整備が必要
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問　
学
校
給
食
の
食
材
価
格

の
高
騰
が
続
い
て
い
る
が
、

来
年
度
以
降
の
給
食
費
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞

く
。

答　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
の
影

響
で
、
急
激
に
物
価
が
上

問　
小
中
学
校
の
教
職
員
不

足
と
生
徒
数
に
見
合
っ
た

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
、
市
の
対
応
を
聞
く
。

答　
教
職
員
の
配
置
状
況
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
５
月

時
点
で
学
級
担
任
が
未
配

置
の
学
校
は
な
か
っ
た
が
、

少
人
数
授
業
の
た
め
の
加

配
教
員
や
専
科
教
員
が
配

置
で
き
て
い
な
い
学
校
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
年
度
途

中
の
欠
員
に
対
す
る
代
替

教
員
の
確
保
が
困
難
と
な

り
、
管
理
職
が
授
業
を
行

う
場
合
も
あ
る
。
臨
時
講

師
の
確
保
に
向
け
て
は
、

県
教
育
委
員
会
に
強
く
求

問　
高
齢
者
の
認
知
症
に
関

す
る
支
援
や
予
防
の
取
り

組
み
状
況
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、
あ
か
し
オ
レ

ン
ジ
手
帳
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
な
ど
に
使
用
で
き
る

無
料
券
の
配
布
、
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
支
給

な
ど
に
よ
り
認
知
症
の
人

と
家
族
を
支
援
し
て
き
た
。

 

　
ま
た
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
学
び
、

手
助
け
を
す
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
を
企
業
や
学
校
等
に
働

き
か
け
て
い
る
。さ
ら
に
、

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
や

養
成
講
座
の
ス
タ
ッ
フ
な

ど
と
し
て
活
動
す
る
地

域
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
７
月
か
ら
は
、
認

知
症
の
人
の
社
会
参
加

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

も
始
め
た
。

 

　
認
知
症
予
防
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
認
知

症
の
危
険
因
子
と
さ
れ

る
難
聴
に
対
応
す
る
た
め
、

補
聴
器
の
購
入
費
に
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

あ
さ
ぎ
り
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
専
用
教
材
を
使
っ

て
脳
の
健
康
づ
く
り
を
図

る
「
み
ん
な
で
脳
力
ア
ッ

プ
教
室
」
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
だ
。

問　
あ
か
し
教
育
プ
ラ
ン
の

基
本
理
念
に
掲
げ
る
地
域

全
体
で
人
を
育
て
る
こ
と

の
一
環
と
し
て
、
市
内
の

全
中
学
校
で
開
催
さ
れ
て

い
る
数
学
・
英
語
応
援
団

事
業
の
現
状
を
聞
く
。

答　
同
事
業
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
基
礎
学
力
の
確
実

な
向
上
を
図
る
た
め
、
地

域
の
人
材
を
活
用
し
た
学

習
支
援
を
行
う
取
り
組
み

で
あ
る
。
放
課
後
に
１
回

当
た
り
１
〜
２
時
間
程
度
、

数
学
と
英
語
を
中
心
に
年

間
約
20
回
開
催
し
て
お
り
、

多
い
学
校
で
は
30
人
以
上

が
参
加
し
て
い
る
。
全
て

の
学
年
を
対
象
と
し
て
い

る
が
、
部
活
動
の
あ
る
１
、

２
年
生
の
参
加
は
少
な
く
、

受
験
に
向
け
て
学
習
意
欲

の
あ
る
３
年
生
が
多
い
。

指
導
は
、
教
員
Ｏ
Ｂ
や
地

域
住
民
、
大
学
生
な
ど
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
る
。

 
  

事
業
実
施
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
９
割
以
上
の

生
徒
が
参
加
し
て
よ
か
っ

た
、
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
も
生
徒
の
意
欲
的
で

真
剣
な
姿
に
教
え
が
い
を

感
じ
た
と
回
答
が
あ
り
、

取
り
組
み
の
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。

め
て
い
く
と
と
も
に
、
名

簿
登
録
者
以
外
に
も
依
頼

を
行
っ
て
い
る
。

 

　
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、

生
徒
数
の
増
加
に
伴
う
教

室
数
の
不
足
に
対
し
、
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
の
整
備
な
ど

で
対
応
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
運
動
場
が
狭
く
な

 

っ
た
学
校
は
あ
る
が
、
体

育
の
授
業
は
、
時
間
割
や

実
施
種
目
を
調
整
す
る
こ

と
で
支
障
な
く
実
施
で
き

て
い
る
。
今
後
も
予
算
を

し
っ
か
り
と
確
保
し
対
応

す
る
考
え
だ
。

昇
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
食
材
価
格
の
高
騰
は
著

し
く
、
全
国
の
学
校
給
食

現
場
で
食
材
調
達
に
多
大

な
影
響
が
出
て
い
る
。

 

　
本
市
は
、
今
年
度
の
２

学
期
と
３
学
期
に
、
国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

 
交
付
金
を
活
用
し
、

食
材
費
の
物
価
上
昇

相
当
分
と
し
て
、
１

食
当
た
り
小
学
校
で

29
円
、
中
学
校
で
30

円
を
公
費
負
担
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
き
た
。
当

面
、
食
材
価
格
は
今

の
状
況
が
続
く
と
予

想
さ
れ
、
保
護
者
か
ら
の

給
食
費
だ
け
で
は
、
給
食

の
質
と
量
を
維
持
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
来
年
度
も
保
護
者

に
新
た
な
負
担
は
求
め
ず
、

市
が
今
年
度
と
同
等
の
公

費
負
担
の
継
続
を
検
討
し

て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に

　
支
援
の
取
り
組
み
広
げ
る

小中学校の教育環境
教職員と教室の不足

予算を確保し対応

学校給食の食材費高騰

保護者負担軽減のため

増額分の公費負担を継続

質と量は維持（東部学校給食センター）

みんなで脳力アップ教室

基
礎
学
力
向
上
へ

数
学
・
英
語
応
援
団

取
り
組
み
状
況
は

問　
現
在
、
稲
美
町
に
あ
る

県
立
い
な
み
野
特
別
支
援

学
校
の
児
童
生
徒
の
７
割

が
、
明
石
市
内
か
ら
通
学

し
て
い
る
。
近
年
、
在
籍

者
が
急
増
し
、
過
密
状
態

問　
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
の
期
間
は
、
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
で
あ
る
。
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
問
題
に
つ

い
て
、
本
市
の
見
解
と
啓

発
に
向
け
た
取
り
組
み
を

聞
く
。

答　
こ
の
問
題
は
、
突
然
拉

致
さ
れ
た
被
害
者
が
、
帰

国
す
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、

北
朝
鮮
に
強
制
的
に
居
住

さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

非
常
に
痛
ま
し
い
犯
罪
事

件
で
、
わ
が
国
に
対
す
る

主
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も

に
、
極
め
て
重
大
な
人
権

侵
害
事
象
で
あ
る
。

 

　
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
に
お
い
て
、
地
方
公

共
団
体
に
は
、
国
と
連
携

し
て
国
民
世
論
の
啓
発
に

努
め
る
責
務
が
明
記
さ
れ

て
お
り
、
本
市
で
は
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ

配
布
、
パ
ネ
ル
展
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

 

　
今
年
度
は
、
国
・
県
と

と
も
に
映
画
「
め
ぐ
み
」

の
上
映
会
を
開
催
し
、
こ

の
中
で
国
の
担
当
者
か
ら

政
府
の
取
り
組
み
状
況
の

説
明
が
あ
る
予
定
だ
。

問　
救
急
れ
ん
ら
く
ば
ん
は
、

１
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
中

心
に
令
和
４
年
11
月
時
点

で
８
５
０
０
人
に
配
布
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
運
用
状

況
と
配
布
対
象
を
拡
大
す

る
考
え
が
な
い
か
、
市
の

見
解
を
聞
く
。

答　
救
急
れ
ん
ら
く

ば
ん
は
、
氏
名
・

生
年
月
日
と
い
っ

た
本
人
情
報
や
緊

急
連
絡
先
、
か
か

り
つ
け
医
、
担
当

す
る
民
生
委
員
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
を
記
載
し
た

用
紙
を
冷
蔵
庫
に

貼
り
付
け
て
お
き
、

本
人
が
体
調
不
良

で
症
状
を
説
明
で
き
な
い

と
き
に
、
発
見
者
や
救
急

隊
、
搬
送
先
の
医
療
機
関

が
そ
れ
を
参
考
に
、
速
や

か
な
対
応
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
。

 

　
現
在
の
運
用
状
況
は
、

民
生
委
員
が
１
人
暮
ら
し

高
齢
者
台
帳
へ
登
録
す
る

際
に
行
う
調
査
訪
問
時
と
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
時

な
ど
に
配
布
し
て
い
る
。

今
後
は
、
１
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
以
外
で
も
支
援
を

必
要
と
す
る
人
や
、
そ
の

同
居
家
族
な
ど
に
配
布
範

囲
を
拡
大
で
き
な
い
か
検

討
を
進
め
て
い
く
。　
　

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市

立
の
特
別
支
援
学
校
を
開

校
で
き
な
い
か
。

答　
県
は
、
知
的
障
害
児
を

対
象
と
す
る
特
別
支
援
学

校
を
令
和
４
年
に

西
宮
市
に
開
校
し

た
。
６
年
に
は
川

西
市
に
開
校
し
、

そ
の
後
は
東
播
磨

地
域
に
も
開
校
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

３
年
夏
ご
ろ
に
、

県
か
ら
市
教
育
委

員
会
に
対
し
、
１

万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
土
地
を
提
供
で
き
な
い

か
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
規
模
の
土
地
は

難
し
い
た
め
該
当
な
し
と

回
答
し
た
。
一
方
、
市
長

は
知
事
に
対
し
、
明
石
公

園
内
に
あ
る
旧
明
石
市
立

図
書
館
跡
地
に
開
校
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

 

　
今
後
も
、
県
に
対
し
て

教
員
人
事
権
の
移
譲
な
ど

を
求
め
つ
つ
、
子
ど
も
た

ち
に
良
好
な
教
育
環
境
を

確
保
す
る
た
め
の
課
題
を

整
理
し
、
市
立
と
し
て
開

校
す
る
こ
と
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

過密状態の解消へ

特別支援学校の新設
市立も含めて検討

毎年12月に啓発週間

北朝鮮による拉致問題
市は啓発に努める

救急れんらくばん

緊急連絡先などを冷蔵庫に

必要な人へ配布拡大を

在籍者が急増するいなみ野特別支援学校

速やかな対応につなげる
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問　
市
民
会
館
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

聞
く
。

答　
同
会
館
は
、
昭
和
46
年

の
開
設
か
ら
51
年
が
経
過

し
て
い
る
。
施
設
は
兵
庫

県
南
部
地
震
の
被
災
後
に

構
造
部
の
耐
震
化
工
事
を

終
え
、
安
全
面
に
も
配
慮

し
運
営
し
て
い
る
が
、
施

設
全
体
の
老
朽
化
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
構
造

問　
子
ど
も
支
援
施
策
を
積

極
的
に
進
め
る
本
市
と
し

て
国
に
先
駆
け
、
18
歳
ま

で
の
児
童
手
当
の
支
給
拡

充
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

答　
本
市
は
、
こ
ど
も
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
掲

げ
、
国
を
待
つ
こ
と
な
く

必
要
な
支
援
に
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
現

在
、
高
校
生
世
代
へ
の
支

援
の
薄
さ
を
痛
感
し
て
い

る
。

 

　
そ
の
た
め
、
高
校
生
世

代
に
月
額
５
千
円
の
本
市

独
自
の
児
童
手
当
と
し
て
、

所
得
制
限
を
設
け
ず
、
来

年
度
か
ら
支
給
す
る
こ
と

問　
令
和
４
年
５
月
に
明
石

市
工
場
立
地
法
地
域
準
則

条
例
が
施
行
さ
れ
、
特
定

工
場
の
緑
地
面
積
率
が
緩

和
さ
れ
た
が
、
条
例
対
象

外
の
工
場
は
、
市
か
ら
県

に
工
場
等
の
緑
化
に
関
す

る
届
け
出
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
依
然
と
し

て
20
％
以
上
の
緑
地
面
積

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の

方
針
を
聞
く
。

答　
県
の
環
境
の
保
全
と
創

造
に
関
す
る
条
例
は
、
敷

地
面
積
が
５
千
㎡
以
上
９

千
㎡
未
満
の
製
造
業
、
電

気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
業
者

で
あ
る
工
場
等
は
敷
地
面

積
の
20
％
以
上
、
そ
の
他

の
千
㎡
以
上
の
工
場
等
に

は
空
き
地
の
50
％
以
上
を

緑
地
と
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
県
条
例
の
対
象

工
場
の
基
準
緩
和
は
、
市

が
基
準
を
定
め
県
に
届
け

出
る
必
要
が
あ
る
。
対
象

工
場
の
多
く
は
居
住
区
域

に
隣
接
し
て
お
り
、
緩
和

の
影
響
は
大
き
い
と
考
え

る
た
め
、
他
市
町
の
状
況

を
研
究
し
、
環
境
や
地
域

に
配
慮
し
た
条
例
案
提
出

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

を
検
討
し
て
い
る
。
高
校

生
世
代
と
は
、
16
歳
に
な

る
年
度
の
４
月
か
ら
18
歳

に
な
る
年
度
の
３
月
ま
で

で
、
就
職
・
高 

校
中
退

な
ど
で
高
校
に
通
っ
て
い

な
い
人
も
含
む
。
対
象
者

は
約
８
１
０
０
人
で
、
年

間
約
４
億
８
千
万
円
の
予

算
が
必
要
で
あ
る
。
財
源

は
、
基
金
を
取
り
崩
し
て

で
も
確
保
し
、
実
施
し
た

い
。
本
来
は
国
が
制
度
化

す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る

が
、
国
の
制
度
化
を
待
た

ず
に
始
め
た
い
。

ド
を
装
着
す
る
際
、
抵
抗

を
感
じ
る
人
が
い
る
が
、

命
を
救
う
た
め
に
は
、
た

め
ら
わ
ず
に
使
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
市
民

救
命
士
講
習
で
は
、

人
垣
を
作
り
周
囲

か
ら
見
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
や

パ
ッ
ド
装
着
後
に

服
な
ど
を
掛
け
る

こ
と
な
ど
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
を
優
先

す
る
方
法
を
指
導

し
て
い
る
。

 
  

女
性
に
配
慮
し

た
説
明
書
に
は
、
服
を
脱

が
さ
な
く
て
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
で
き
る
こ
と
、
上
着

や
タ
オ
ル
を
掛
け
て
使
用

で
き
る
こ
と
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

 
  

今
後
は
、
市
が
設
置
し

て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
近
く
に

説
明
書
を
備
え
付
け
、
内

容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
し
て
周
知
を

図
る
。
ま
た
、
希
望
者
に

は
説
明
書
を
配
布
し
、
市

内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
者
に
も

啓
発
し
て
い
く
。

問　
女
性
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
を
た
め
ら
わ
な
い
よ
う
、

市
内
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
女

性
に
配
慮
し
た
説
明
書
を

配
置
で
き
な
い
か
。

答　
女
性
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
パ
ッ

問　
自
転
車
を
活
用
し
た
観

光
振
興
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
く
。

答 　
自
転
車
の
活
用
は
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
や
災
害

時
に
お
け
る
交
通
機
能
の

維
持
、
健
康
増
進
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
来

訪
に
よ
る
観
光

振
興
な
ど
、
多

く
の
経
済
的
・

社
会
的
効
果
に

つ
な
が
る
と
考

え
る
。

 

　
観
光
面
に
つ

い
て
は
、
自
転

車
で
地
域
を
巡

り
、
沿
線
の
魅

力
を
楽
し
む
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
人
気
の
高
ま
り
を

受
け
、
兵
庫
県
と
関
係
市

町
が
ひ
ょ
う
ご
サ
イ
ク
リ

ン
グ
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
設

定
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環

境
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
市
で
は
、
海
岸

 

線
が
モ
デ
ル
ル
ー
ト
と
な 

っ
て
お
り
、
そ
の
魅
力
を

生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
受
け
入
れ
に
よ
る
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

県
と
連
携
し
て
、
江
井
島

海
岸
の
休
憩
施
設
等
に
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
を
整
備
し
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

段
差
解
消
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

で
は
な
い
。

 

　
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、

現
在
と
同
規
模
で
あ
れ
ば

 
少
な
く
と
も
50
億
円

 
以
上
の
工
事
費
が
必

要
と
な
る
。
今
後
、

市
役
所
新
庁
舎
や
新

ご
み
処
理
施
設
な
ど
、

大
規
模
な
施
設
整
備

へ
の
多
大
な
財
政
負

担
が
生
じ
る
た
め
、

当
面
は
修
繕
な
ど
で

長
寿
命
化
を
図
っ
て

い
く
。

 

　
地
震
な
ど
の
災
害
へ
の

対
応
と
し
て
、
災
害
時
の

危
険
を
回
避
す
る
た
め
の

修
繕
工
事
を
行
う
と
と
も

に
、
避
難
誘
導
や
初
期
消

火
訓
練
の
ほ
か
、
高
齢
者

や
障
害
者
へ
の
対
応
研
修

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
全
市
民
へ
３
千
円
の
サ

ポ
ー
ト
利
用
券
を
配
布
す

る
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況

を
問
う
。

答 　
第
２
弾
と
な
る
市
民
全

員
・
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰

 

に
直
面
し
て
い
る
市
民
の

暮
ら
し
を
守
り
、
市
内
の

経
済
活
動
を
支
え
る
た
め

に
実
施
し
て
い
る
。
１
人

３
千
円
の
サ
ポ
ー
ト
利
用

券
を
令
和
４
年
９
月
下
旬

か
ら
世
帯
ご
と
に
ゆ
う
パ 

ッ
ク
で
配
達
し
て
お
り
、

 

約
98
％
の
市
民
に
届
い
て

い
る
。
長
期
不
在
等
で
届

け
ら
れ
な
か
っ
た
利
用
券

は
、
市
役
所
の
開
庁
時
間

だ
け
で
な
く
、
夜
間
や
土

日
に
も
窓
口
を
開
設
し
、

多
く
の
市
民
が
受
け
取
れ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
利

用
で
き
る
店
舗
は
、
事
業

開
始
当
時
か
ら
大
幅
に
増

加
し
１
２
０
０
店
を
超
え
、

使
用
率
は
、
４
年
11
月
末

時
点
で
約
35
％
で
あ
る
。

同
事
業
は
、
市
民
の
生
活

支
援
や
市
内
事
業
者
へ
の

経
済
支
援
に
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

開
設
か
ら
51
年
の
市
民
会
館

　
　
耐
震
性
は
満
た
し
て
い
る
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
に
は
課
題
も

工
場
緑
地
面
積
率
の
緩
和
条
例
施
行
も

対
象
外
の
企
業
へ
の
対
応
を
求
め
る

コロナ禍や物価高騰対策

３千円のサポート利用券
市民への配布率は約98％

市独自の児童手当拡充
月額５千円を18歳まで
来年度からの実施を検討

女性へのＡＥＤ使用

配慮方法の周知へ
説明書を配置

自転車を活用した観光振興
経済・社会的効果に期待

まちのにぎわい向上を

当面は継続使用の予定

市民の暮らしと地域経済を守る

ためらわない使用が命を救う

サイクリング環境の向上へ

問　
市
が
管
理
す
る
公
園
の

近
隣
住
民
か
ら
、
樹
木
の

剪せ
ん
定て
い
な
ど
に
関
す
る
苦
情

を
聞
い
て
い
る
。
予
算
と

人
員
を
確
保
し
、
苦
情
に

対
処
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答　
市
が
管
理
す
る
公
園
は
、

約
４
７
０
カ
所
で
、
10
年

前
か
ら
約
60
カ
所
増
加
し

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

除
草
や
剪
定
の
費
用
は
年

間
約
１
千
万
円
増
加
し
て

 

い
る
。
公
園
愛
護
会
が
結

成
さ
れ
て
い
る
公
園
の
清

掃
や
除
草
な
ど
は
、
同
会

に
依
頼
し
て
お
り
、
比
較

的
規
模
の
大
き
い
公
園
や

愛
護
会
が
結
成
さ
れ
て
い

な
い
公
園
な
ど
の
除
草
は
、

市
が
計
画
的
に
行
っ
て
い

る
。樹
木
の
剪
定
時
期
は
、

樹
形
や
地
域
の
声
を
踏
ま

え
実
施
し
て
い
る
が
、
民

地
に
は
み
出
し
た
樹
木
の

剪
定
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

点
検
を
強
化
す
る
な
ど
改

善
す
べ
き
点
が
あ
る
ほ
か
、

大
木
化
や
老
齢
化
の
課
題

も
あ
る
。

 

　
今
後
も
優
先
順
位
を
付

け
て
、
予
算
や
人
員
を
適

切
に
確
保
し
、
近
隣
住
民

に
配
慮
し
て
い
く
。　

市が管理する公園
除草や樹木の剪定
予算と人員の確保を



（5）　　2023年（令和5年）１月８日 第260号あ か し 市 議 会 だ よ り

派
と
は
、
議
案
ご
と
に
賛

成
と
反
対
が
あ
り
、
特
定

の
会
派
を
指
し
た
も
の
で

は
な
い
。
嫌
が
ら
せ
と
い

う
直
接
的
な
表
現
は
使
わ

な
い
が
、
令
和
３
年
８
月

議
会
で
市
民
全
員
・
飲
食

店
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
議
決

さ
れ
る
こ
と
な
く
継
続
審

査
と
な
っ
た
こ
と
に
は
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

 

　
敵
状
態
と
い
う
表
現
に

つ
い
て
は
適
切
な
表
現
で

は
な
か
っ
た
。
市
が
提
出

し
た
全
て
の
議
案
に
賛
同

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と

い
う
趣
旨
で
あ
る
。

 

　
ひ
ど
い
も
ん
、
議
員
。

私
利
私
欲
、
党
利
党
略
に

つ
い
て
は
、
市
民
目
線
の

対
義
語
と
し
て
、
市
民
、

国
民
の
こ
と
を
思
う
政
治

家
ば
か
り
で
は
な
い
と
い

う
一
般
的
な
認
識
の
も
と

で
発
言
し
た
。　

議
会
で
３
館
を
新
設
す
る

道
筋
を
つ
け
た
い
。
西
明

石
は
、
サ
ン
ラ
イ
フ
明
石

の
中
に
地
域
交
流

拠
点
に
合
わ
せ
て

西
部
図
書
館
を
超

え
る
蔵
書
数
の
図

書
館
を
国
庫
補
助

と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

協
力
に
よ
り
市
の

負
担
な
し
に
整
備

す
る
。大
久
保
は
、

Ｊ
Ｒ
大
久
保
駅
南

の
ロ
ー
タ
リ
ー
を

縮
小
し
、
図
書
館

も
入
っ
た
駅
直
結
の
５
階

建
て
複
合
施
設
を
20
億
円

か
け
て
建
設
す
る
。
二
見

も
方
向
性
は
定
ま
っ
て
い

る
。
財
源
は
、
国
庫
補
助

の
ほ
か
に
基
金
を
取
り
崩

す
考
え
だ
。

問　
離
婚
後
の
養
育
費
立
て

替
え
支
援
制
度
は
、
今
後

も
継
続
的
な
支
援
と
し
て

確
立
す
る
必
要

 

が
あ
り
、
条
例

 

を
制
定
す
べ
き

 

と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問

う
。

答　
本
市
で
は
、

２
０
１
４
年
か

ら
離
婚
後
の
こ

ど
も
養
育
支
援

を
開
始
し
、
子

ど
も
の
立
場
に

立
ち
面
会
交
流

の
コ
ー
デ
ィ
ネ

　
公
平
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
井い
の
上う
え
一か
ず
美み

氏

（
77
歳
・
明
石
市
）
と
坂さ
か

下し
た

玲れ
い

子こ

氏
（
61
歳
・
明
石
市
）

を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
財
団
法
人
兵
庫

県
勤
労
福
祉
協
会
理
事
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
平
成
２
年
か

ら
同
委
員
に
就
任
し
、
今
回

で
９
期
目
で
す
。
坂
下
氏
は

兵
庫
県
立
大
学
副
学
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和

３
年
か
ら
同
委
員
に
就
任
し
、

今
回
で
２
期
目
で
す
。

　
な
お
、
本
市
の
公
平
委
員

会
委
員
は
３
人
で
、
任
期
は

４
年
で
す
。

問　
令
和
３
年
度
末
に
副
市

長
２
人
が
同
時
に
辞
職
し
、

定
年
前
の
総
務
局
長
も
退

職
し
た
。
Ｍ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

で
、
市
長
が
土
地
交
渉
担

当
職
員
に
、
お
前
ら
不
動

産
会
社
か
ら
金
も
ろ
て
ん

の
か
。
人
は
、
金
と
地
位

と
恐
怖
で
し
か
動
か
な
い
。

特
に
、
職
員
は
恐
怖
で
と

言
っ
た
と
放
送
さ
れ
た
。

ま
た
、
副
市
長
２
人
の
辞

職
理
由
を
市
長
は
、
区
切

り
。
２
人
か
ら
そ
う
聞
い

た
。
ク
レ
ー
ム
も
不
満
も

問　
泉
市
長
は
マ
ス
コ
ミ
に

対
し
て
、
長
年
積
も
っ
た

反
対
派
の
嫌
が
ら
せ
に
、

さ
す
が
に
耐
え
か
ね
た
、

自
民
と
公
明
と
は
ず
っ
と

敵
状
態
、
ひ
ど
い
も
ん
、

議
員
。
私
利
私
欲
、
党
利

党
略
と
い
う
発
言
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
真
意
を
確

認
す
る
。

答　
長
年
と
は
、
市
長
に
就

任
以
降
の
こ
と
で
、
反
対

問　
令
和
４
年
２
月
に
泉
市

長
が
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
市
内
企
業
の
法
人
市
民

税
額
を
投
稿
し
た
こ
と
は
、

地
方
税
法
第
22
条
に
規
定

す
る
秘
密
に
該
当
す
る
疑

い
が
あ
る
。
守
ら
れ
る
べ

き
情
報
を
本
人
の
了
解
を

得
ず
に
公
開
し
た
行
為
は
、

市
民
に
恐
怖
を
与
え
、
市

政
へ
の
信
頼
を
大
き
く
失

墜
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、

市
長
に
問
題
意
識
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
市
長
の
発

信
し
て
い
る
情
報
は
、
印

象
操
作
を
行
っ
て
い
る
と

の
疑
念
が
あ
る
が
、
そ
の

認
識
を
問
う
。

答　
「
明
石
市
長　
泉
房
穂
」

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
税
情
報

を
投
稿
し
た
件
は
、
違
法

で
は
な
く
、
同
法
第
22
条

の
秘
密
に
も
該
当
し
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
公
人
的

な
立
場
と
政
務
的
な
立
場

を
兼
ね
た
も
の
で
、
発
信

す
る
際
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
慎
重
に
対
応
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
印
象
操

作
を
行
っ
て
い
る
認
識
は

な
い
。

問　
市
内
の
図
書
館
整
備
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
本
の
ま
ち
の
実
現
を
重

点
施
策
に
掲
げ
る
本
市
は
、

あ
か
し
市
民
図
書
館
と
西

部
市
民
図
書
館
の
２
館
を

有
し
て
い
る
が
、
中
核
市

平
均
の
５
館
に
足
り
ず
、

増
加
傾
向
が
続
く
本
市
の

人
口
動
態
か
ら
も
、
増
設

の
必
要
性
は
高
い
。
ま
ち

づ
く
り
市
民
意
識
調
査
で

も
、
西
明
石
や
大
久
保
地

域
へ
の
図
書
館
設
置
を
求

め
る
意
見
が
多
く
、
３
月

聞
い
て
い
な
い
。さ
ら
に
、

職
員
へ
の
暴
言
を
カ
メ
ラ

の
な
い
と
こ
ろ
で
は
認
め

た
で
は
な
い
か
と
記
者
に

問
わ
れ
、
事
実
で
は
な
い

と
答
え
て
い
る
。
市
長
の

真
意
を
問
う
。

答　
両
副
市
長
か
ら
は
、
区

切
り
を
付
け
た
い
の
で
辞

め
た
い
と
言
わ
れ
た
。
ト

ラ
ブ
ル
の
覚
え
は
な
い
。

女
性
副
市
長
を
作
り
た
く
、

定
数
を
３
に
増
や
し
た
い

と
相
談
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
経
緯
も
踏
ま
え
辞
め

る
決
断
を
し
た
の
だ
ろ
う

と
理
解
し
て
い
る
。
職
員

へ
の
暴
言
に
つ
い
て
は
、

全
く
認
識
が
な
い
。

ー
ト
や
こ
ど
も
の
養
育
に

関
す
る
参
考
書
式
の
配
布

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
現

在
は
、
養
育
費
の
取
り
決

め
を
調
停
調
書
な
ど
の
公

的
な
書
類
と
し
て
作
成
す

る
際
の
費
用
補
助
や
養
育

費
の
最
長
３
カ
月
の
立
て

替
え
な
ど
、
養
育
費
に
係

る
支
援
を
総
合
的
に
実
施

し
て
い
る
。

 

　
子
ど
も
の
自
立
ま
で
の

養
育
費
を
確
保
す
る
に
は
、

継
続
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
一
過
性
の
取

り
組
み
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
、
恒
常
的
な
制
度

と
す
る
た
め
に
も
条
例
制

定
は
有
効
な
手
段
と
考
え

る
。
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
３
月

議
会
に
条
例
案
を
提
出
す

る
考
え
だ
。

本
の
ま
ち
の
さ
ら
な
る
充
実

西
明
石
・
大
久
保
・
二
見
に
図
書
館
新
設
へ

市長のマスコミへの発言

反対派の嫌がらせなど

過激な言葉を多用

ツイッターへの税情報投稿

印象操作の疑念も

市長による情報発信に問題

離婚後の養育費
立て替え支援の継続へ

条例制定を検討

子どもの成長を応援する

公
平
委
員
会
委
員

選
任
に
同
意

市内の図書館を５館へ増設

職
員
へ
の
暴
言
と

副
市
長
辞
職
の
理
由

市
長
の
真
意
は

　

ご
縁
が
あ
っ
て
、
デ
ッ
サ
ン
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り

絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
月
に
数
時
間
程
度

で
は
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な
こ
と
に
没
頭
で
き
る
時

間
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ッ
サ
ン
力
と
い
う
と
、
絵
を
上
手
に
描
く
「
技

術
力
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
物

を
「
見
る
力
」
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
モ
チ
ー

フ
を
観
察
す
る
目
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
物
事
の
本
質

を
見
る
目
や
、
自
分
な
り
の
物
の
見
方
・
感
じ
方
を

鍛
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
大
勢
で
同
じ

モ
チ
ー
フ
を
描
い
て
も
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
作
品

に
な
ら
ず
、
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
・
感
じ
方
が
反

映
さ
れ
て
い
て
、
毎
回
そ
の
違
い
が
面
白
い
な
と
思

い
ま
す
。
選
ぶ
画
材
も
そ
の
時
そ
れ
ぞ
れ
。
私
に
と
っ

て
は
、
自
分
自
身
と
他
者
と
の
違
い
を
楽
し
く
認
め

合
う
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
も
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
お
互
い
を

認
め
合
う
空
気
は
醸
成
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

認
め
合
う
前
に
分
断
が
進
ん
で
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

う
わ
さ
や
う
わ
べ
だ
け
で
判
断
せ
ず
本
質
を
見
極
め

ら
れ
て
い
る
か
常
に
問
い
か
け
る
こ
と
は
、
デ
ッ
サ

ン
も
日
常
も
政
治
も
根
本
は
同
じ
だ
と
思
う
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す
。

　榎本議長・辰巳副議長からの「新年
のあいさつ」を YouTube で公開しま
した。ぜひご覧ください。
　今後も議会からのお知ら
せを分かりやすく情報発信
していきます。

新年のあいさつを動画で配信新年のあいさつを動画で配信▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

○
明
石
市
が
管
理
し
て
い
る
漁
港
を
含
め
た
周
辺

環
境
改
善
を
求
め
る
請
願

〇
教
育
予
算
増
額
を
求
め
る
請
願
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委員会審査の内容委員会審査の内容
あ
か
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

問　
本
条
例
は
、
条
文
の
内
容
が

抽
象
的
で
、
人
に
よ
り
解
釈
が

分
か
れ
る
場
合
や
拡
大
解
釈
さ

れ
る
よ
う
な
場
合
が
懸
念
さ
れ

る
。
市
の
見
解
は
。

答　
本
条
例
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
理
念
を
定
め
る
総
合
的
な

内
容
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

個
別
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
意

図
的
に
規
定
し
て
い
な
い
。
具

体
的
に
権
利
を
制
限
す
る
こ
と

や
義
務
を
課
す
よ
う
な
内
容
は

一
切
定
め
て
い
な
い
。
個
々
の

施
策
は
時
代
に
よ
り
変
化
す
る

と
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ

り
誰
か
が
不
利
益
を
被
る
内
容

明
石
市
人
権
施
策
推
進
方
針

の
改
定

問　
今
回
の
方
針
に
は
、
不
登
校

対
策
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
、

女
性
の
人
権
な
ど
、
新
た
な
課

題
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
改

定
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
に

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
広
報

啓
発
活
動
と
し
て
、
よ
り
市
民

に
親
し
み
や
す
い
効
果
的
な
手

法
を
取
り
入
れ
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。

答　
毎
年
作
成
し
て
い
る
一
般
向

け
冊
子
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
研
修
会
を
行
う
際
、
参

加
者
の
話
し
合
い
の
時
間
を
設

け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
く
。

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

給
付
事
業

問　
今
回
の
給
付
金
を
支
給
す
る

際
に
行
う
妊
婦
面
談
は
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
行
う
の
か
。

答　
本
事
業
は
、
経
済
的
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
伴
走
型
支
援
と

し
て
、
全
て
の
妊
娠
・
子
育
て

支
援
家
庭
に
寄
り
添
い
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
出

産
・
育
児
の
見
通
し
を
立
て
る

面
談
を
行
い
、
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

 

　
本
市
で
は
、
平
成
29
年
か
ら

全
て
の
妊
婦
と
の
面
談
を
実
施

し
て
お
り
、
産
後
に
つ
い
て
も

大
蔵
海
岸
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定

問　
新
た
に
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
充

実
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
際
に
は
、
歩
道
橋
事
故

な
ど
、
過
去
の
教
訓
を
生
か
し

事
故
が
な
い
よ
う
、
指
定
管
理

者
だ
け
で
な
く
、
市
と
し
て
も

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
夏
の
雪
ま
つ
り
、
お
魚
の
タ

ッ
チ
プ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
は
既
存
の
イ
ベ
ン
ト

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

指
定
管
理
者
と
一
丸
と
な
り
、

と
は
な
っ
て
い
な
い
。

問　
条
文
の
解
釈
が
人
に
よ
り
異

な
ら
な
い
よ
う
に
、
条
文
を
説

明
す
る
逐
条
解
説
書
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
条
文
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

逐
条
解
説
書
を
作
成
し
、随
時
、

更
新
し
て
い
く
。

明
石
市
市
民
参
画
条
例
の
改
正

問　
市
の
審
議
会
等
の
委
員
に
つ

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み

問　
施
設
整
備
費
約
４
１
８
億
円

 

（
う
ち
市
負
担
額
は
約
１
８
５

億
円
）
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

見
積
額
は
、
２
０
１
９
年
当
時

の
も
の
だ
が
、
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

現
在
予
定
し
て
い
る
２
０
３
０

年
度
の
供
用
開
始
に
遅
れ
が
生

生
後
３
カ
月
ま
で
の
実
態
把
握

が
で
き
て
い
る
。
引
き
続
き
、

妊
娠
期
か
ら
一
貫
し
て
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

明
石
養
護
学
校
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
通
学
保
障

問　
明
石
養
護
学
校
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
児

童
生
徒
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で

送
迎
す
る
の
か
。

イ
ベ
ン
ト
の
拡
大
も
含
め
て
協

議
し
て
い
く
。

問　
多
目
的
広
場
の
東
側
の
駐
車

場
に
つ
い
て
、
広
場
を
利
用
す

る
子
ど
も
た
ち
や
観
客
の
待
機

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
。

答　
指
定
管
理
者
と
協
議
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上

で
検
討
し
て
い
く
。

総
務
常
任
委
員
会

生
活
文
化
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会

明石市ジェンダー平等の実現に関する検討会妊婦面談を行うこども健康センター

魚住東地区での人権研修会お魚タッチプール（大蔵海岸公園）

い
て
、
委
員
10
人
に
つ
き
１
人

以
上
は
障
害
者
の
委
員
と
す
る

こ
と
の
趣
旨
は
。

答　
意
思
決
定
の
場
の
多
様
性
を

向
上
さ
せ
た
い
。
ま
ず
は
、
障

害
者
の
審
議
会
等
へ
の
参
画
を

明
記
し
、
よ
り
多
様
な
視
点
か

ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

問　
委
員
の
男
女
別
の
数
が
総
数

の
４
割
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に

と
あ
る
。
性
の
多
様
性
の
観
点

か
ら
男
女
の
線
引
き
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら
、

社
会
的
性
差
に
基
づ
く
偏
り
を

改
善
す
る
趣
旨
で
男
女
と
規
定

し
て
い
る
。
自
身
の
自
認
し
て

い
る
性
別
が
ど
ち
ら
に
も
当
て

は
ま
ら
な
い
場
合
で
も
、
そ
の

人
の
在
り
方
が
尊
重
で
き
る
対

応
を
行
っ
て
い
く
。

答　
使
用
す
る
車
両
は
、
大
型
バ

ス
で
は
な
く
、
２
ナ
ン
バ
ー
車

両
を
使
用
し
、
児
童
生
徒
の
自

宅
の
で
き
る
だ
け
近
く
ま
で
送

迎
す
る
。
現
在
、
送
迎
ル
ー
ト

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

 

　
ま
た
、
重
度
障
害
の
児
童
生

徒
は
、
長
時
間
バ
ス
に
乗
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
車
両
の
購

入
台
数
を
増
や
し
対
応
し
て
い

く
。

問　
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童

生
徒
も
多
く
在
籍
し
て
い
る
。

乗
車
中
の
体
調
管
理
は
ど
う
す

る
の
か
。

答　
看
護
師
の
同
乗
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
個
別
に
緊
急
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
対
応
訓
練
も
行
う
予
定

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
希
望
す

れ
ば
保
護
者
の
同
乗
も
可
能
と

し
て
い
る
。

じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答　
昨
年
10
月
時
点
の
建
設
資
材

物
価
指
数
は
見
積
も
り
時
の
１

 

・
25
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
基

本
設
計
の
段
階
で
事
業
費
の
削

減
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
整
備

が
進
む
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問　
市
が
資
金
調
達
を
行
い
、
民

間
事
業
者
に
設
計
・
建
設
・
運

営
を
一
括
し
て
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
を
採
用
す
る
予
定
だ
が
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　
一
括
し
て
民
間
に
委
ね
る
こ

と
で
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

余
地
が
大
き
く
な
り
、
コ
ス
ト

縮
減
が
期
待
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
契
約

期
間
の
20
年
間
、
事
業
者
が
継

続
し
て
事
業
を
行
え
る
か
ど
う

か
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

石
ケ
谷
公
園
ほ
か
都
市
公
園

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

問　
石
ケ
谷
公
園
の
駐
車
場
の
安

全
対
策
と
し
て
、
歩
行
者
と
自

動
車
の
動
線
を
明
確
に
す
る
な

ど
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　
現
在
、
駐
車
場
に
お
け
る
歩

行
者
と
車
両
と
の
動
線
の
分
離

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
区

画
線
が
薄
く
な
っ
て
い
る
部
分

に
も
早
急
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
今
回
、
指
定
管
理
者
の
構
成
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体
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し
て
新
た
に
加
わ
る
事

業
者
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

事
業
が
期
待
で
き
る
の
か
。

答　
同
事
業
者
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る

た
め
、
選
手
を
招
い
た
イ
ベ
ン

ト
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

ＱＲコードを読み取ると
常任委員会の資料をご覧
いただけます。
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第41回　全国豊かな海づくり大会兵庫大会～御食国ひょうご～第41回　全国豊かな海づくり大会兵庫大会～御食国ひょうご～
けつけつみみ くにくに

対談テーマ「広げよう碧く豊かな海づくりを」

明石市議会豊かな海づくり
大会推進委員会

●千住　啓介　委員長
●尾倉あき子　副委員長

市議会だより編集委員会

●榎本　和夫　議長
●辰巳　浩司　副議長
●石井　宏法　委員
●飯田　伸子　委員
●林　　丸美　委員

豊かな海づくり大会推進委員会とは
石井　市議会に「明石市議会豊かな海づくり大会推進委員会」（以下：
委員会）を設置した目的を教えてください。
千住　明石は海のまちですが、漁業の売り上げと従事者が減ってき
ているため、大会を契機に漁業振興につなげたいという思いがあり
ます。また、天皇、皇后両陛下が来明される機会を捉えて、市民の
間に豊かな海づくりに対する機運を高めていくため、令和３年６月
に設置しました。

大会を終えて
辰巳　新型コロナウイルスの影響が心配でしたが、両陛下にお越し
いただくことができてよかったと思います。

千住　大蔵谷インターから会場
となった明石市民会館までと、
明石西インターから兵庫県水産
技術センターのある二見人工島
までの沿道には、たくさんの人
出がありました。
尾倉　多くの市民の方から、両
陛下に沿道でお会いできてよ
かったという喜びの声を聞いて
います。

石井　榎本議長は大会主催者の１人として、両陛下のお迎えとお見
送りをされました。
榎本　お見送りの際に、天皇陛下から「多くの市民の方に歓迎して
いただき、ありがとう」とお言葉をいただきました。

豊かな海を次世代につなぐ取り組み
辰巳　どのようにして市民と一緒に豊かな海を守り、次世代につな
いでいくかが課題です。
尾倉　漁業者の方々との連携も重要になると思います。
千住　委員会では、まず海の現状を知ろうと、漁業関係者との研修
や勉強会を通じて生の声を聞
き、不漁やノリの色落ちの原
因の一つに海の栄養不足があ
ると改めて認識しました。
林 　その認識は、議員全員
で共有できていると思いま
す。
飯田　今後は全ての世代に対
して、豊かな海に向けての課
題を発信していく必要があり
ます。
榎本　きれいな海と豊かな海は違うということが、子どもたちにも
伝わったのではないでしょうか。ここから、さまざまなことを豊か
な海を守る活動に結びつけていきます。
石井　明石市として力を入れるべきところを、どのように考えてい
ますか。
千住　海の栄養不足を改善するため、二見浄化センターの処理水に
含まれる栄養塩が効果的に分布される方策の検討や海底耕耘、ため
池のかいぼりなどの予算化を市に求めていきます。また、子どもた
ちには明石の魚を食べて、そのおいしさに気付いてほしいと思いま
す。例えば、学校給食で「豊かな海給食」などを行ってはどうでしょ
うか。
林 　私も学校教育や給食を通じた子どもたちへの取り組みは重要
だと感じます。
千住　委員会では、未来永劫みんなで豊かな海をつくっていくため
に、豊かな海づくり条例などを制定できないかと話しています。

左から榎本議長、辰巳副議長、
千住委員長、尾倉副委員長

１ 稚魚を放流される両陛下　２ 天皇陛下から明石市漁業組合連合会の大西会長にノリの種が手渡される　３ 漁業後継者と高校生が豊かな碧い海の未来を誓う
（写真提供：明石市）

あお

あお

左から林委員、飯田委員、石井委員

こううん

えいごう

1 3

2

　大会を終えて、明石の豊かな海を今後どのように次世代につないで
いくのかを対談しました。

第41回全国豊かな海づくり大会兵庫大会が昨年11月12日、13日に

明石市をメイン会場として開催されました。

天皇、皇后両陛下ご臨席のもと13日に明石市民会館で式典行事、

ベランダ護岸では海上歓迎・放流行事が行われました。
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議案第 8 4 号 あかしジェンダー平等の推進に関する条例制定のこと
〃 第 8 5 号 明石市個人情報保護法施行条例制定のこと
〃 第 8 6 号 明石市市民参画条例の一部を改正する条例制定のこと
〃 第 8 7 号 明石市議会議員及び明石市長の選挙における選挙運動の公

営に関する条例の一部を改正する条例制定のこと
〃 第 8 8 号 明石市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例

制定のこと
〃 第 8 9 号 明石市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制

定のこと
〃 第 9 0 号 明石市特別職の職員の給与に関する条例及び明石市公営企

業管理者の設置及び給与等に関する条例の一部を改正する
条例制定のこと 

〃 第 9 1 号 明石市建設関係手数料徴収条例の一部を改正する条例制定
のこと

〃 第 9 2 号 明石市立高齢者ふれあいの里条例の一部を改正する条例制
定のこと

〃 第 9 3 号 令和４年度明石市一般会計補正予算（第７号）
〃 第 9 4 号 令和４年度明石市一般会計補正予算（第８号）
〃 第 9 5 号 令和４年度明石市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
〃 第 9 6 号 令和４年度明石市水道事業会計補正予算（第１号）
〃 第 9 7 号 令和４年度明石市下水道事業会計補正予算（第１号）
〃 第 9 8 号 明石市立総合福祉センターに係る指定管理者の指定のこと
〃 第 9 9 号 ふれあいプラザあかし西及び明石市立高齢者ふれあいの里

に係る指定管理者の指定のこと
〃 第100号 明石市立木の根学園ひまわり工房、明石市立木の根学園た

んぽぽ工房及び明石市立木の根学園短期入所施設に係る指
定管理者の指定のこと

〃 第101号 明石市立勤労福祉会館及び明石市立中高年齢労働者福祉セ
ンターに係る指定管理者の指定のこと

〃 第102号 明石市生涯学習センター及びあかし男女共同参画センター
に係る指定管理者の指定のこと

〃 第103号 明石市公設地方卸売市場に係る指定管理者の指定のこと

議案第104号 大蔵海岸海峡広場、大蔵海岸駐車場、大蔵海岸公園及び明
石市立大蔵海岸多目的広場に係る指定管理者の指定のこと

〃 第105号 石ケ谷公園ほか都市公園に係る指定管理者の指定のこと
〃 第106号 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
〃 第107号 地方独立行政法人明石市立市民病院第４期中期目標制定の

こと       
〃 第108号 公平委員会委員選任につき同意を求めること
〃 第109号 公平委員会委員選任につき同意を求めること

請願受理第５号 明石市が管理している漁港を含めた周辺環境改善を求める
請願

　 〃 　第６号 教育予算増額を求める請願

議案の概要については、市議会のホームページもしくは市役所１階
の行政情報センターで閲覧できます。

第２回定例会
12月議会 議 案 の 賛 否 一 覧

議　案

自民党 真誠会 公　明　党 明石かがやきネット 日本共産党 維新の会 スマイル会 フォーラム
明石 大路会 未来明石 かけはし 

ＳＤＧｓ
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議案第93号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第84号～同第89号、 
同第91号、同第92号、 
同第94号～同第107号 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第90号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第108号、同第109号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
請願受理第５号、同第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

※榎本議員は議長のため、採決には加わりません。
※会派構成は令和４年12月20日現在です。
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。
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令和５年第１回定例会

本会議は明石ケーブルテレビ717chで生中継されます。

３月議会の予定
※日程は変更する
　場合があります。

２月
21日（火）10：00 本会議（議案上程・提案説明）
３月
  2日（木）10：00 本会議(質疑・一般質問)
  3日（金）　〃  本会議(質疑・一般質問)
  6日（月）　〃 本会議(質疑・一般質問)
  7日（火）　〃 総務常任委員会
  8日（水）　〃 建設企業常任委員会
  9日（木）　〃 文教厚生常任委員会
10日（金）　〃 生活文化常任委員会
13日（月）15：00 本会議（委員会審査報告・議案採決）
14日（火）10：00 総務常任委員会
15日（水）　〃 建設企業常任委員会
16日（木）　〃 文教厚生常任委員会
17日（金）　〃 生活文化常任委員会
24日（金）　〃　 本会議（委員会審査報告・議案採決）

〔表示例〕 ○……賛成　×……反対　欠……欠席

決まりました
第２回定例会12月議会で可決した議案内容を一部紹介します。

◎３割おトク商品券事業（第３弾）を実施します
（議案第93号　令和４年度明石市一般会計補正予算（第７号））
　コロナ禍やロシア・ウクライナ戦争に伴う物価高騰などの影響を受
け、市民生活と地域経済を応援するため、３割おトク商品券事業（第
３弾）を実施するための費用として、４億3,500万円を計上します。
《内容》

紙タイプ商品券とスマートフォンのアプリ等を活用したデジタル商
品券を販売します。プレミアム率は、どちらも30%で、それぞれ３冊
（セット）まで購入できます。

紙タイプ商品券 デジタル商品券
販売金額 １冊（セット）　5,000円
利用可能金額 6,500円

利用可能単位 500円券×13枚
※おつりは出ません 1円単位で利用できます

予定販売数 100,000冊 100,000セット
申込方法 はがき、ウェブサイト 専用アプリをダウンロード

利用できる店舗 市内約1,200店舗 市内約600店舗

《スケジュール》
１月から受け付けを開始します。
商品券の引き換えは、１月下旬から２月初旬を予定しています。
利用期間は、２月１日（水）から３月31日（金）までです。


